
A10 Networks/A10ネットワークス株式会社について
A10 Networks（NYSE: ATEN）はアプリケーションネットワーキング分野
におけるリーダーとして、高性能なアプリケーションネットワーキングソ
リューション群を提供しています。世界中で数千社にのぼる大企業や
サービスプロバイダー、大規模 Webプロバイダーといったお客様のデータ
センターに導入され、アプリケーションとネットワークを高速化し安全性
を確保しています。A10 Networks は 2004 年に設立されました。米国
カリフォルニア州サンノゼに本拠地を置き、世界各国の拠点からお客様
をサポートしています。

A10ネットワークス株式会社はA10 Networksの日本子会社であり、お客様の
意見や要望を積極的に取り入れ、革新的なアプリケーションネットワー
キングソリューションをご提供することを使命としています。

詳しくはホームページをご覧ください。 
www.a10networks.co.jp
Facebook：http://www.facebook.com/A10networksjapan

金融機関のフロント業務を IT で支援するシンプレクス株式会社。機関投資家向けのディーリングシステムから、個人投資家向けのイン
ターネット取引システムに至るまで、幅広いサービスを提供しています。なかでも外国為替証拠金取引（FX）に代表される金融取引シス
テムのクラウドサービスは、圧倒的な市場シェアを獲得しています。高いパフォーマンスと安定性が求められる金融機関向けクラウド
サービスの基盤としてシンプレクスが選んだのは、A10 ネットワークスのAXシリーズでした。

■課題：SSL鍵長増加による、SSLパフォーマンス低下の懸念
金融機関におけるIT 投資は業務効率化・コスト削減を目的としたものから、経営目標の実現・
収益の拡大を目的としたものへ大きくシフトしています。シンプレクス株式会社は、金融機関が収
益の最大化のための IT 投資を行う分野を金融フロンティア領域と定義し、この領域に特化したソ
リューションを提供しています。なかでも外国為替証拠金取引（FX）に代表される金融取引システム
のクラウドサービスは、圧倒的な市場シェアを獲得しています。

「こうしたサービス基盤の一部で使っているロードバランサーがキャパシティ面での限界を迎えるこ
とをきっかけに、それまで感じていた課題を解決できる新たな製品の選定がスタートしました。」

岸卓甫氏はシステム再構築の契機をそう振り返り、当時の課題を説明してくれました。最大の課題は、
推奨されるSSL 鍵長の増加によるSSL パフォーマンスの低下です。金融取引システムが機密性
の高い情報を取り扱うという性格上、シンプレクスはサイト全体を SSL の暗号化通信で構成して
います。そのため、1024ビットSSL から2048ビットへの移行がサイト全体のパフォーマンス低下に
影響していました。

「金融取引を行なうサイトでは、相場の変動時に急激なアクセス集中が発生します。わずかなネット
ワークの遅延や判断の遅れが取引に影響することもあり、ピーク時のアクセスに耐えるパフォーマ
ンスの確保は、サービスを提供するために最低限クリアしなければならない条件なのです。」

さらに岸氏は、SSLアクセラレーターのライセンス体系についても言及しました。当時利用していた
ロードバランサーの SSLアクセラレーターは、1秒あたりのトランザクション数に応じたライセンス
体系を取っていたのです。このため、サービス追加や利用者増加のたびに、ライセンスを購入しな
ければなりませんでした。

■検証：性能とコストのバランス、仮想化を含めた機能の高さが決め手
新たに導入する機器の選定にあたり、最初に候補となったのは当然、当時利用していた製品と同
じベンダーの後継製品です。さらに比較検討の対象として、A10ネットワークスのAXシリーズが挙
げられました。比較検討時の印象を岸氏は、次のように語ります。

「インテグレーターの紹介で、世界的にシェアを伸ばし続けているAXシリーズ
を知りました。特に注目したのは、性能とコストのバランスです。実際に
検証を行った結果、既存の製品の半分のコストで8倍の性能を得られる
ことがわかりました。」

AXシリーズは製品を一度購入すれば、機能やパフォーマンスごとのライセン
ス料はかからずすべての機能を使用できるため、追加費用の発生する心配
がありません。クラウドサービスでは複数のサービスをひとつのインフラで提
供しなければなりませんが、こちらもADP（Application Delivery Partition：
仮想ロードバランサー）機能によりAXシリーズが持つ標準機能の一部とし
て実現できます。また、以前のベンダーの製品では独自のスクリプト言語
を使ってアクセスを振り分ける処理をしていましたが、AXシリーズにも
aFleXというスクリプト言語が搭載されており、同様の処理が可能です。

「ベンダー独自の機能を利用している処理部分の移行には、最初は不安
もありました。しかしA10ネットワークスのエンジニアからのサポートに
よって安心して進めることができました。」

岸氏が不安なく取り組めたというロードバランサーの移行は、実際ス
ムーズに進みました。2013年春に機器選定を終え、同年6月のカットオー
バーという早さからも、スムーズさがうかがえます。

■導入効果：パフォーマンス向上と運用負荷軽減を実感
AXシリーズ導入の効果は、高いパフォーマンスと安定性という点ですぐ
に表れました。パフォーマンスを手軽に確認できるモニタリング機能の
充実が、運用負荷の軽減にも役立っていると言います。

「クラウドサービスを安定して提供するためには各サービスのパフォーマ
ンスを確認しなければなりませんが、AXシリーズはWeb GUIを使った
モニタリングが使いやすいので助かっています」

岸氏はさらに、データプレーンとコントロールプレーンが分離*1されてい
ることで運用が楽になったと続けました。以前のロードバランサーでは保
守作業の負荷がサービスパフォーマンスに影響していたため、アクセス
の少ない時間帯を選んで作業しなければなりませんでした。AXシリーズ
ではそうした心配がなく、メンテナンススケジュールを柔軟に組むこと
ができます。

AXシリーズの優れた仮想化機能と余裕あるパフォーマンスを得たことで、
今後のサービス展開にもスピーディに対応可能な基盤を作ることができ
たと、岸氏は今回のリプレースを評価しています。

「金融機関向けクラウドサービスは市場の変動というひとつの要因で
アクセス数が変動するため、ピーク時にはお客様からのアクセスが集中
します。AXシリーズのおかげで1秒間に数千件単位で集中するアクセス
にも余裕を持って対応でき、新サービスの立ち上げにも即応できる体制

が整ったと自負しています。今後は、アプリケーションや顧客ごとに異な
る設定をすることができるADP機能を使用して、柔軟なクラウドサービス
を構築したいと思っています。」

*1 AXシリーズで使用されている独自OS ACOSは、データプレーンとコントロールプレーン
を分離させたアーキテクチャーを採用することにより、管理画面への接続やレポーティ
ング等で万が一管理系トラフィックの負荷が上がった場合でも、実データトラフィックへ
の影響を回避できる設計となっている。

1ミリ秒単位のスピードと安定性が要求される
金融取引システムでAXシリーズが採用
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ネットワーク構成図AX シリーズについて

A10ネットワークスのAXシリーズは、業界最高のプライスパフォーマンスを提供する次世代のアプリケーションプラットフォームです。ハイパフォーマ
ンスで拡張性の高いWebアプリケーションデリバリーサービスを構成し、アプリケーションの可用性を最大化することによって企業やISPのビジネス
をサポートします。AX の Advanced Core Operating System（ACOS）アーキテクチャーは、Scalable Symmetrical Multi-Processing（SSMP）テクノ
ロジーを搭載する革新的なOSであり、数々の賞を受賞しています。設計段階から最適化されたマルチCPUアーキテクチャーを持つACOSは、
パフォーマンス、拡張性、信頼性において他社製品よりはるかに優れています。詳しくはこちらのホームページをご覧ください。
http://www.a10networks.co.jp/products/axseries/
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株式会社テレビ東京コミュニケーションズについて
テレビ東京コミュニケーションズは、テレビ東京ホールディングス傘下のモバイル＆インターネット事業会社です。モバイルコンテンツづくりで培った
技術を生かして、人気キャラクターやテレビ東京で放送されているアニメ等様々なコンテンツ配信ビジネスを行っています。
http://txcom.jp/

■ 課題:
ハイパフォーマンスなシステムの実現
■ 導入の決め手:
コストパフォーマンス、サポートの良さ、操作性
■ 利用機能:
L4 /７ロードバランス、SSLアクセラレーション
■ 使用機種:
AX 2500
■ 導入効果:
操作性の高さにより、構築時の設定スピードが向上

AXシリーズでハイパフォーマンスで操作性の高い
コンテンツ配信システムを構築

テレビ東京コミュニケーションズは、人気キャラクターやアニメを含むテレビ東京
関連の公式番組サイトをはじめとする様々なコンテンツサイトを制作、運営する
企業です。テレビ東京のテレビ番組と連動することでサイトへの誘導を積極的に
展開し、順調にサイト訪問数を増加させています。同社は携帯電話端末向けの
テレビ東京の公式モバイルサイト「てれともばいる」(*1) を提供しています。　
*1：「てれともばいる」Webサイト：www.tv-tokyo.co.jp/mobile/

テレビ東京コミュニケーションズは、事業の柱であるコンテンツ配信用のインフラ
が設置されたデータセンターの移設にあたり、インフラ増強のため基幹系の機器
を全て入れ替える大規模プロジェクトを進めていました。同社では既に他社の
ロードバランサー製品を導入していましたが、このプロジェクトではロードバラン
サー製品の入れ替えも決定し、数社の製品が検討されました。
この検討にあたっては、テレビ放送に連動して突発的に数万アクセスにも膨れ上
がる接続数に十分対応できるだけの高いパフォーマンスを持つロードバランサー
製品が求められました。またロードバランス機能だけではなく、既存製品では使用
できなかったSSLアクセラレーション機能を使用できることや、同社のミッションク
リティカルなシステムに対し、操作ミスによるシステム障害を防ぐ操作性に優れた
GUI、今後サービスのIPv6化をスムーズに行えることも要件となっていました。

テレビ東京コミュニケーションズは、数社のロードバランサー製品を評価した結
果、最もコストパフォーマンスが高かったAX 2500の導入を決定しました。
AX 2500は、テレビ東京の公式モバイルサイト「てれともばいる」に導入され、携帯
電話端末からのアクセスを、配下に置かれた約150台のサーバーに負荷分散してい
ます。AX 2500は、同時にSSLアクセラレータとしても動作し、サーバーの負荷を軽減
しています。万が一サービスが利用できなくなった場合に備えて、aFleX機能を使
用して、別のコンテンツにリダイレクトするソーリーサーバーの仕組みも導入してい
ます。

「A10ネットワークスは、日本の顧客の意見を取り入れ、積極的に製品に反映し
ていました。他の外資系企業にはあまり見られない日本法人の積極的な姿勢が
印象的でした。」テレビ東京コミュニケーションズ システム・マーケティング本部 
子安 康一 氏は述べています。

また、同社の佐藤 暢晃氏は「AXシリーズのシンプルなGUIは、とても使いやすいも
のでした。特に各ステータスがとても見やすく運用効率の改善にもつながっていま
す。」と、述べています。「テレビ放送との連動企画で発生する突発的なトラフィック
にも十分耐える高い性能を、優れたコストパフォーマンスで実現できる製品を探し
ていました。システムを更改してから何度かトラフィックの突発的な増加がありま
したが、AXシリーズは、余裕をもってこれを処理しました。AXシリーズのパフォー
マンスの高さにはとても安心感があります。」

株式会社テレビ東京コミュニケーションズ
システム・マーケティング本部
　佐藤 暢晃氏
　子安 康一氏

インターネット

「てれともばいる」コンテンツサーバー群

モバイルユーザー

AX 2500AX 2500

パフォーマンス確保と安定した
運用を実現したうえに、コスト削減
と運用負荷軽減まで実現できま
した。

AXシリーズの高機能な仮想化
機能はクラウド環境に最適です。

Customer Driven Innovation

CASE STUDY



（記載された内容は 2013 年 9月時点の情報です。）
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ロードバランサーの SSLアクセラレーターは、1秒あたりのトランザクション数に応じたライセンス
体系を取っていたのです。このため、サービス追加や利用者増加のたびに、ライセンスを購入しな
ければなりませんでした。

■検証：性能とコストのバランス、仮想化を含めた機能の高さが決め手
新たに導入する機器の選定にあたり、最初に候補となったのは当然、当時利用していた製品と同
じベンダーの後継製品です。さらに比較検討の対象として、A10ネットワークスのAXシリーズが挙
げられました。比較検討時の印象を岸氏は、次のように語ります。

「インテグレーターの紹介で、世界的にシェアを伸ばし続けているAXシリーズ
を知りました。特に注目したのは、性能とコストのバランスです。実際に
検証を行った結果、既存の製品の半分のコストで8倍の性能を得られる
ことがわかりました。」

AXシリーズは製品を一度購入すれば、機能やパフォーマンスごとのライセン
ス料はかからずすべての機能を使用できるため、追加費用の発生する心配
がありません。クラウドサービスでは複数のサービスをひとつのインフラで提
供しなければなりませんが、こちらもADP（Application Delivery Partition：
仮想ロードバランサー）機能によりAXシリーズが持つ標準機能の一部とし
て実現できます。また、以前のベンダーの製品では独自のスクリプト言語
を使ってアクセスを振り分ける処理をしていましたが、AXシリーズにも
aFleXというスクリプト言語が搭載されており、同様の処理が可能です。

「ベンダー独自の機能を利用している処理部分の移行には、最初は不安
もありました。しかしA10ネットワークスのエンジニアからのサポートに
よって安心して進めることができました。」

岸氏が不安なく取り組めたというロードバランサーの移行は、実際ス
ムーズに進みました。2013年春に機器選定を終え、同年6月のカットオー
バーという早さからも、スムーズさがうかがえます。

■導入効果：パフォーマンス向上と運用負荷軽減を実感
AXシリーズ導入の効果は、高いパフォーマンスと安定性という点ですぐ
に表れました。パフォーマンスを手軽に確認できるモニタリング機能の
充実が、運用負荷の軽減にも役立っていると言います。

「クラウドサービスを安定して提供するためには各サービスのパフォーマ
ンスを確認しなければなりませんが、AXシリーズはWeb GUIを使った
モニタリングが使いやすいので助かっています」

岸氏はさらに、データプレーンとコントロールプレーンが分離*1されてい
ることで運用が楽になったと続けました。以前のロードバランサーでは保
守作業の負荷がサービスパフォーマンスに影響していたため、アクセス
の少ない時間帯を選んで作業しなければなりませんでした。AXシリーズ
ではそうした心配がなく、メンテナンススケジュールを柔軟に組むこと
ができます。

AXシリーズの優れた仮想化機能と余裕あるパフォーマンスを得たことで、
今後のサービス展開にもスピーディに対応可能な基盤を作ることができ
たと、岸氏は今回のリプレースを評価しています。

「金融機関向けクラウドサービスは市場の変動というひとつの要因で
アクセス数が変動するため、ピーク時にはお客様からのアクセスが集中
します。AXシリーズのおかげで1秒間に数千件単位で集中するアクセス
にも余裕を持って対応でき、新サービスの立ち上げにも即応できる体制

が整ったと自負しています。今後は、アプリケーションや顧客ごとに異な
る設定をすることができるADP機能を使用して、柔軟なクラウドサービス
を構築したいと思っています。」

*1 AXシリーズで使用されている独自OS ACOSは、データプレーンとコントロールプレーン
を分離させたアーキテクチャーを採用することにより、管理画面への接続やレポーティ
ング等で万が一管理系トラフィックの負荷が上がった場合でも、実データトラフィックへ
の影響を回避できる設計となっている。

1ミリ秒単位のスピードと安定性が要求される
金融取引システムでAXシリーズが採用
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